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学校教育目標 「考動」 ～ 自分で考え 正しく動く 生徒の育成 ～ 文 責：校 長 木場 隆司

時間を守ること ～登校状況からのお願い～

朝夕の気温が低くなり、季節は短い秋から一気に冬へと向かっています。朝、布団を出るのがつらくなってき
ましたが、登校状況についてのお知らせと、時間を守らせることについてのお願いです。
登校時には複数の職員が玄関で迎えていますが、毎日遅刻する生徒がいたり、時間ギリギリでも急ごうとしな

い生徒がいたりする状況です。生徒心得では７:５５校門通過（遅刻の判断は８:０５に教室で着席していること
ですが、教室までの距離が長いことや朝読書の準備をすること、そして、余裕をもって移動するためにこのよう
に設定しています。）ですが、７:５５以降に校門を通過する生徒が毎日１００名以上います。（11/21は147名）
時間を守ることは、将来、就職した際に社会人として最も守らなければならないことの１つであり、これを身

につけさせることは、学校が行う大切な教育だと考えています。しかし、学校の指導だけでは徹底できませんの
で、ご家庭での指導をお願いいたします。各家庭の朝は、炊事、洗濯、洗面など出勤前のたいへん慌ただしい時
間だとは承知していますが、５～１０分早い登校をめざして送り出していただければ幸いです。
また、自家用車での送迎が多いため、本校周辺は混雑し、近隣にお住まいの方や通勤途中の方へ迷惑をおかけ

しています。（10/30配信tetoru参照）お子様の自主性を身につけさせ、自立させるためにも、けが等のやむを
得ない場合を除き、自力（徒歩または自転車）で登校をさせていただきますよう重ねてお願いいたします。

＜確認事項＞
・７:５５までに校門通過・・・・・・・・「生徒心得」の時刻です ※自転車通学生は駐輪場へ行くため７:５０

・８:０５までに教室着席・・・・・・・・これ以降は出席簿上「遅刻」です ※８:０５から朝読書開始

・原則、徒歩または自転車で登校・・・けがなど、やむを得ない場合を除く

小中交流会（部活動体験）実施 ～６年生が部活動を体験しました～

１１月２０日(水)１４:００～１５:００に放虎原小学校と富の原小学校の６年生が来校し、部活動体験を行い
ました。部活動の新主将、新部長が各部の活動場所へ案内し、一緒に楽しそうに活動していました。
１･２年生には、来年度、新入生を温かく迎えることができるよう、素敵な先輩になってほしいと思います。

考動する生徒

北川 由翔さん（2-6）
「第２７回 長崎新聞中学生英語暗唱大会（主催：長崎新聞社他）」へ応募し、出場しました。長崎県内
１７校３０名の応募の中、見事に一次審査で合格しました。

江頭 明さん（1-1）
「第２９回 聖和英語暗誦大会（主催：聖和女子学院高等学校）」へ応募し、出場しました。

２人とも素晴しい発音で堂々と発表したそうです。得意なことを生かして挑戦する姿に感動しました。


